
紀
子
、
島
村
利
秋
(
努
力
児
)
平
一
(
優
児
秀
)
吉
本
在
久
、
岩
永
京

回
議
博、

向

田

智

子

一

子

(

努

力

児

)

該
当
児
な
し

〔
松
原
地
区
〕

一

〔

大

村
地
区
〕

(
優
秀
児
)
山
口
問
靖
、
加
宋
の
一
(
優
秀
児
)
丸
田
弘
道
、
田
中
陪

昭
和
三
十
四
年
度
の
育
児
健
康
一
ま
す
。
ま
た
、
乙
の
よ
う
な
機
会
一
ぷ

(努
力
児
)
小
林
正

一
一
郎
、
赤
間
千
恵
美
、
神
町
照
好

診
断
は
、
市
主
催
で
昨
年
三
月
二
に
、
ど
し
ど
し
育
児
に
つ
い
て
の一

〔
稿
重
地
区
〕

一
(
努
力
児
)
志
賀
原
久
美
子
、
赤

日
以
降
の
出
生
児
を
対
象
に
三
月
一例
み
や
相
談
に
お
い
で
に
な
る
よ

一
(
優
秀
児
)
松
一
部
哲
子
、
米
田
俊
一
泊
明
子
、
同
和
子

十
四
日
か
ら
各
出
張
所
地
区
ご
と
一ぅ
、
担
当
課
で
は
呼
び
か
げ
て
い

一
春
、
申
溝
敏
彦
(
努
力
児
)
永
田
一

〔
西
大
村
地
区
〕

に
赤
ち
ゃ
ん
二
百
二
十
六
名
そ
集
一ま
す
。

一

芳
行
、
山
口
問
子

一
(
優
秀
児
)
平
野

一
山
、
塚
原
賢

め
て
々
抱
い
た
し
ま
し
た
。

一

な
お
、
各
地
区
で
選
ば
れ
た
赤

一

〔
ゴ
荷
地
区
〕

一

二

郎

、
野
田
一
信
仰
、
石
本
修一

、

今
年
は
育
児
に
た
い
す
る
熱
心

一
ち
ゃ
ん
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

一
(優
秀
児
)
松
山
重
光
、
井
上
修
一
(
努
力
児
)
本
田
美
穂
子
、
山
田

竹
松
局
四
番
な
相
談
が
多
く
、
担
当
さ
れ
た
山
一
〔
茸
瀬
地
区
〕

一
(努
力
児
)
池
永

陽

一

郎

一

倫

久

(
税
務
課
)

尾

市
立
病
院
医
師
を
喜
ば
せ
て
い

一
(
優
秀
児
)
山
口
純
旦
、
谷
卒
美
一
円
鈴
田
地
区

〕

一

〔

竹
松
地
区〕

才

二

回

目

の

予

防

接

種

石

軍
出
張
所

5
月
2
日
一
日
ま
で
定
期
種
痘
を
実
施
レ
ま
し

一
会
〈
施
時
間

午

後

一
時
J
一ニ時

一
松
原
出
張
所

5
月
2
日
一
た
が
、
感
冒
や

「
は
し
か
」
に
か
一
広
料
金

一
人
当
り
十
円
い
た
だ

ジ

フ

テ

リ

ア

と

百

日

一

駿

一

東

大

村

小

学
校

4
月
初
日

一
か
っ
た
た
め
接
種
が
で
き

な

か

っ

一

き

ま

す

e

せ

る

。

一

一

一

春
季
百
日
咳
ジ
フ
テ
リ
ア
(
混一
鈴
回
出
張
所

5
月
日
日
一
実
施
時
間
午
後

一時
か
ら
三
時
ま
一た
人
た
ち
を
対
象
に、

つ

ぎ

の

と

一

(

保

険

建

謀

)

日
七
時

品

目

待

費
、
敷

一合
)
第
二
回
目
予
防
接
種
を
つ
ぎ
一市

役

所

4
月
お
日
一
で
。
当
日
は
母
子
手
帳
を
必
ず
お
一

お
り
再
度
理
痘
を
実
施
レ
ま
ず
の一

忌

明

へ

寄

付

物
類
旦
戸
舛
で
乾
燥
さ
せ
る
@

初

日

電

話

加

入

権

を

一
の
日
割
で
実
施
し
ま
す
の
で
第

ニ

中
央
公
民
舘

5
月
2
日一
忘
れ
な
く
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

一で
受
げ
て
く
だ
さ
い
。

一
原
口
住
宅
丁
七
号
林
田
シ
ン
さ
ん

と

み

箱
、
便
所
汲
取
口
の
ふ
た

市

税

滞
納
に
よ
り
、

差
押
え
一
回
終
了
の
か
た
は
G
れ
な
く
う
け

一池
田
敬
老
院

5
月
4
日

一

(

保

険

衛

生

課

)

一

A
接
種
月
日
四
月
二
十
七
日
一
は
亡
夫
林
田
美

さ

ん

g明
に

ム
家
屋
内
外
の
不
潔
な
個
所
を
よ

一
の
整
備
台
所
、
物
情
等
の
清
潔
一
た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
お
り
、
公
一
て

く

だ

さ

い

。

一

市

立

病

院

5
月

6
1
U
日

種

痘

・

対

象

一
A
検
診
月
日
五
月
四
日

一四
月
十
百
二
千
里
社
会
福
祉

く
清
掃
し
、
混
り
賓
の
あ
る
所
、

一意

。

(
長
衛
生
課
)
一
言
付
し
ま
ず
か
ら
、
妻
希
一

実

施

場

所

実

施

智

一

竹

松

出

張

所

5
月
4
日一

は

も

れ

た

人

た

ち

一
A
葬
場
所
大
村
市
立
病
院
小

一
事
業
費
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

お
よ
び
探
下
な
ど
を
よ
く
乾
燥
さ

-

一
望
者
は
当
H
定
刻
ま
で
に
、

印
一
三
浦
分
院

5
月
2
日
一
賀
願
出
張
所

5
月
6
日一

一一一
月

十

六

日

か

ら

三

月

三

十

て

児

科

一

(
大
村
市
社
会
福
祉
協
議
会
)

・
に
，-一一
ι
一一
日一一一一一

.
0
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四ーー---島

日
か
ら
春
の
大
帰
除

家
族
揃
っ
て
チ
リ
は
ら
い

り

春
の
大
掃
除
を
市

内

ご

粛
に
つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
し
ま
す

の
で

、

の
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市
民
各
位

よナゴ

実

施

期

間

五
月
一
日
か
ら
五
月
八
日
ま
で

政

実
施
要
領

市村大(毎月 1日，10iJ .20 [J克行〉

@
@
①
@…@… 

第
八
回
発
明
工

〈
用
紙
説
明
書
日
半
紙
ま
た

河
と
れ
γ
準
ず
る
用
紙

図
而
H
製
図
用
紙
か
画
用
紙

夫
懸
貨
の
募
集

昭和 35年 4月 20日
(1[19， 予1l ;~ ::lif. 4 月 22U 第三梢利便物認可〉

発
明
協
会
長
崎
県
支
部
で
は

特
計
法
施
行
じ
十
羽
周
年
記
念

事
え
の
一
環
こ
し
て
、
つ
ぎ
に

と
お
り
発
凶
工
夫
の
懸
酋
募
集

を
し
で
ホ
り
ま
す
。

ハ」
募
県
テ
l
マ

日

常
生
活
、

-沖
・匹以
術
、
各
種
工
場
h
v
仕

事
な
ど
に
関
辿
あ
る
も
の
。

そ
U
他

一
船。

ハ
山
叩
札
方
法
所
定
の
由
込
揖

(八
同
切
寸
判
入
め
う
え
挽

間
協
会
県
支
乱
に
凶
込
み

ω

と
と
。
)
在
長
崎
町
都
町
一

審
地
、

長
崎
商
ム
会
議
所
内

発
明
協
会
hb
崎
県
支
部
に
提

山
の
乙
と
-

「
税
務
副
)

へ、
締
切
り

官
月
二
十
日

ヘ
発
表
六
角
下
旬
新
聞
紙
上

そ
グ
他

八
表
-W

州
事
官
、
長
崎
市
長

商
工
主
議
小川
会
頭
賞
、
九
州

野
川
協
会
辿
閉
会
長
賞
、

そ

・λ
他

戸
商
工
水
時
課
)

司
定
資
産
税
第
一
期

の
納
期
(
凶
月
)
を

都
合

に
lu
い
五
月
に
変
更
い
た
し
ま

す
mν

で

徴
税
令
書
は
五
月
に

(ー )

配
布
i
た
し
ま
す
。

公
売
お
知
ら
せ

畏
崎
電
気
通
信

部
で
は
市
内
各

地
区
で
電
話
線

の
建
設
工
事
を

実
施
し
て
お
り

歩
行
者
の
み

な
さ
ま
に
と
迷

惑
を
か
げ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

同
部
で
は
さ
ら
に
四
月
十
五
日

か
ら
五
月
五
回
ま
で
、
農
村
公

衆
電
話
の
路
線
工
事
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

工
事
の
と
き
に
は
、
い
ろ
い

ろ
注
意
し
て
お
こ
な
い
ま
す
が

て
事
の
都
合
上
、
土
地
の
ふ
み

荒
ら
し
ゃ
竹
木
を
切
っ
た
り
す

る
乙
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
の
点
、
ど
協
刀
を
お
願

い
し
た
い
、
と
の
と
と
で
す
。

電話の路線工事

にご協力くださ い

A
実
施
場
所
は

陳
平
、

東
光
寺
、
今
宮
、
祢
肋
寺
と
な

っ
て
い
ま
す
。

(
商
工
水
産
課
)

鍛
持
参
の
う
え
ご
参
集
く
だ
さ

A
日
時
四
月
三
十
日
午
前

十
時

ム
場
所
大
村
市
役
所
税
務
課

ム
公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

ム
公
売
保
証
金
見
積
価
格
の

百
分
の
十

ム
代
金
納
付
期
限

午
前
十
時

ム
公
売
財
産

①
電
話
加
入
栴

五
月
七
日

外
地
で
死
亡
さ
れ
た

人

た

ち

の

慰

霊

祭

一
般
邦
人
と
レ
て
終
戦
の
と

き
に
外
地
で
死
亡
さ
れ
た
問
胞

の
合
同
慰
霜
祭
が
、
社
団
法
人

引
燭
者
凶
体
長
崎
県
本
部
主
憾

で
つ
ぎ
の
と
お
り
執
行
さ
れ
ま

す
の
で、

市
内
の
遺
族
の
か
た

も
多
数
ζ
参
列
く
だ
さ
る
よ
う

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
は
一
般
邦
人
と
し
て

終
戦
後
外
地
で
死
亡
し
た
者

(
外
地
死
亡
者
と
し
て
遺
族
給

付
金
該
当
)

日
時
昭
和
三
十
五
年
五
月

七
日
午
前
十
時
三
十
分

場

所

長
崎
市
浜
口
町
、
国

際
文
化
会
館

な
お
、
参
拝
さ
れ
る
と
遺
族
は

参
拝
券

(
ご
供
物
を
会
場
で
い

た
だ
く
の
に
い
り
ま
す
)
や
パ

ス
の
乗
車
劃
引
券
存
さ
し
あ
げ

ま
す
の
で
、
早
く
最
寄
り
の
出

損
所
ま
た
は
福
祉
事
務
所
へ
申

盛
会
だ

っ
た
育
児
相
談

今
後
も
大
い
に
利
川
下
さ
い

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

(
福
祉
事
務
所
)

犬
の
登
録
を

実
施
し
ま
す

市
内
の
犬
の
登
録
を
四
月
四

日
か
ら
十
三
日
ま
で
実
抑
レ
ま

し
た
が
周
知
も
れ
の
地
区
を
対

象
に
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
レ
ま

す
の
で
、
未
登
録
り
か
た
は
も

れ
な
く
登
録
を
す
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

五
月
二
日
三
浦
地
区

三

浦
出
張
所
十
二
時
J
十
四
時

(
鈴
団
地
区
で
一
ニ
河
に
近
い

所
を
含
む
)

五
月
四
日
松
原
地
区
松

原
出
張
所
十
時

l
士
一
時

五
月
四
日
福
草
地
区

福

重
出
張
所
十
三
時
1
十
五
時

五
月
六
日
大
村
地
区
大

村
市
役
所
九
時
l
十
二
時

料
金

手
数
料
三
O
O円

予
防
注
射
料

一
四
O
円

計

四
四
O
同
(
大
村
保
健
所
)

引
揚
者
給

付
金
請
求

は
5
月
刊
日
で
打
切
り

資
惜
の
あ
る
方
は
急
い
で
く
だ
さ
い

引
場
者

(
引
場
者
の
遺
族
の
か

た
も
合
む
)
給
付
金
の
請
求
は
今

年
の
五
月
十
日
で
打
ち
切
ら
れ
ま

す
の
で
、
宋
請
求
の
か
た
は
急
い

て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

引
揚
者
証
明
書
を
な
く
し
た
り

終
戦
前
、
引
続
き
外
地
に
生
活
の

・本
拠
が
あ
っ
た
乙
と
を
証
明
す
る

書
類

(
当
時
の
預
金
通
帳
、
保
険

証
胃
、
通
信
文
書
、
身
分
証
明
書

卒
業
証
書
な
ど
)
が
な
い
た
め
に

謂
求
を
し
て
い
な
い
か
た
や
、
つ

ぎ
の
か
た
も
引
揚
者
給
付
金
の
支

給
を
う
け
ら
れ
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

①
外
地
で
妻
帯
さ
れ
た
軍
人
で

外
地
に
そ
の
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

終
戦
ま
で
生
活
し
て
い
た
人

②
つ
ぎ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

単
身
軍
属

刊
朝
鮮
、
台
湾
、
満
州
、

樺
太
一れ
て
い
な
い
か
た
は
、

つ
ぎ
の
日

に
六
カ
月
以
上
在
住
レ
て
い

一程
で
係
員
が
と
相
談
に
応
じ
ま
す

た
人

一
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

日刊申
国
地
域
へ
昭
和
十
九
年
八

一

八
一四
月
二
十
五
日
(
竹
松
出
握

月
十
五
日
以
前
に
渡
航
し
た
人

一所
)

川口
南
方
諸
地
域
へ
昭
和
十
六
年
一

A
同
二
十
六
日

(丙
大
村
山
張

十
二
月
八
日
以
前
に
渡
航
し
た
一所
)

人

一

A
間
二
十
七
日
(
同
)

③
外
地
に
生
活
の
ま
拠
が
あ
り

一い
ず
れ
も
午
前
九
時
か
ら
午
俺
問

内
地
に
旅
行
中
終
戦
と
な
リ
、
外

一時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
四
月

地
に
も
ど
る
乙
と
が
で
き
な
か
っ一

二
十
八
日
以
後
の
ご
相
談
は
福
祉

た
も
の
(
乙
れ
に
は
旅
行
証
明
書
一事
務
所
で
お
と
な
い
ま
す
の

な
ど
が
必
要
で
す
)

一

(
福
祉
事
務
所
)

④
外
地
で
終
戦
後
死
亡
さ
れ
た

一

E

一
市
連
合
婦
人
会
の

か
た
(
乙
れ
は
年
令
の
制
限
が
あ

一一
新
役
員
き
ま
る

り
ま
せ
ん
)
ま
た
は
引
場
後
内
地

一

で
死
亡
さ
れ
た
か
た
(
乙
れ
は
死

一

大
村
市
連
合
婦
人
会
で
は
十
二

亡
当
時
精
子
十
五
才
以
上
の
も
の

一目
、
中
央
公
民
舘
で
開
か
れ
た
役

に
限
り
ま
す
)
の
過
族
の
人
。

一員
定
例
会
で
新
年
度
の
役
員
を
っ

こ
ん
な
か
た
で
、
ま
だ
請
求
さ
一ぎ
の
と
お
り
選
び
ま
し
た
。

{優
秀
児
)
大
原
修
、
江
ト
L

阻

(努
力
児
)
城
併
約

一
、
同
病
ニ

船

抗

冬
問
閣
を
休

止
忍

干

む

航

し

て
い
た
大

ペ
リ
古
山
叩

J
1
!
し
卜
し
る

品目一

本
{
t
イ
ノ
斗

イノ

F
U

M
に

1
佐
世
保
な
ど

り

曜

湾
内
巡
回
の
遊

ぐ

「

コ

覧
船
が
ふ
た
た

}

l

t

び
四
月
十
五
日

パ

.

か
ら
(
た
だ
し

U
土

毎
週
土
、
円
隅
一

け

圏

だ
け
)
就
航
す

ー
「
・
フ

る
乙
と
に
な
り

九

毎

ま
し
た
。

団
体
、
職
場
で
家
族
の
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

よ
う
西
肥
観
時
汽
船

K
K
で
は

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

な
お
乗
船
申
込
み
は
市
内
政
止

待
合
所
で
受
け
付
け
ま
す
。

ハ
発
着
時
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り

士
q
J
。

ム
大
村
(
九

・
0
0発
)
J西

海
橋
(
一
0
・
托
O
着

一
一

・
O
O発
)
l
九
十
九
島
を

経
由
し
て
鹿
子
前
(
一
一
・

五
O
者
)

ム
鹿
7

十
前

(
一
四
・

一ニ
O
発
)

J
西
海
楕
(
一五

・
ニ
O
者

J
一
六
・

0
0発
)
J大
村

(
一
七
・

ゴ
40
着
)

(大
村
観
柁
協
会
)

会

長

副
会
長

大
村
芳
子

谷
川
小
夜

松
本
テ
フ

蒔
々
樟
エ
ン

鈴
田
ム
ラ

渡
梅
チ
カ

喜
々
津
エ
ン

清
い
梅
子

野
川
帯
子

藤
川
ツ
ル

社

会

(

未
定
)

筒
史
部
長

岡
野
チ
エ

(萱
瀬
)

生
活
北
長

小
鳥
井
閣

(竹
松
)

教
接
部
長
問
川
寿
子

(福
重
)

な
あ
、
総
会
は
二
十
八
日
中
央

公
民
組
で
聞
き
新
し
い
年
度
の
運

動
乃
針
に
つ
い
C
開
議
ヲ
る
と
と

に
な
っ
て
い
ま
ヨ
。

ff芝

務

.c>. = 
'
ヤ
』

主回

f;~ 
，:ur1. 

査

0
・
・
・
に
ん
じ
ん
の
赤
、
な
っ
ぽ

の
緑
、
だ
い
と
ん
の
白
、
大
豆
の

賞
、
ゴ
マ
の
黒
な
ど
、
料
理
の
色

合
い
は
人
体
の
内
ぞ
う
の
色
合
に

適
合
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ
ま
す

と
れ
を

一色
に
か
た
よ
ら
ず

、

数
多
く
の
色
を
と
れ
ば
人
体
の
内

ぞ
う
が
補
強
さ
れ
、
じ
た
が
っ
て

健
康
ぞ
保
つ
と
しと
が
で
き
る
乙
と

に
な
る
し
、
料
理
そ
の
も
の
が
お

い
し
く
な
り
ま
す
。

0
・:
乙
れ
は
現
代
の
栄
養
科
学

の
基
礎
開
理
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
赤
い
食
品
ど
は
肉
、
魚
な
ど

で
、
た
ん
白
質
を
あ
ら
わ
し
、
黄

色
い
食
品
と
は
パ
ン
、
め
ん
類
、

砂
糖
マ
ー
ガ
リ
ン
な
ど
炭
水
化
物

務
意
味
し
、
緑
の
食
品
と
は
ホ
l

レ
ン
草
、
小
松
菜
、
み
か
ん
な

ど
の
く
だ
も
の
で
、
い
い
か
え
れ

ば
、
機
械
の
じ
ゅ
ん
か
つ
油
の
役

目
を
す
る
わ
げ
で
す
。
乙
の
三
つ

の
色

ω食
品
を
適
度
に
配
合
す
る

乙
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
紫
養

食
と
い
う
乙
と
に
な
る
わ
け
?
す

0
・・
発
育
途
よ
の
と
と
も
に
は

と
く
に
赤
を
多
く
と
る
と
か
、
六

十
オ
以
上
の
老
人
に
は
赤
冷
少
な

く
緑
恐
多
く
す
る
と
か
、
働
く
人

に
門
前
色
品
多
く
す
る
ζ
と
が
、

目
を
楽
し
ま
せ
て
健
康
持
守
る
こ

と
に
な
る
わ
げ
で
す
。

0
・
ハ
f
キ
ン
グ
や
ピ
ク
ニ
ッ

ク
の
シ
ー
ズ
ン
に
人
り
ま
す
。
野

山
を
か
け
ま
わ
り
新
鮮
な
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
に
ふ
く
ら
ま
せ
る
機

会
に、

色
刀
食
べ
る
、
こ
と
を
工

夫
し
た
い
も
い
り
ア
す
。



を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
あ
る
乙
と
で
す
。

乙
れ
を

一
口
に
奨
励
す
る
事
業
が
ず
み
ず
み
ま
で
県
は
股
協
に
対
し
て
、
脳
協
が
融

資
金
を
借
り
て
三
年
目
か
ら
償
還
造
成
資
金
仏
製
茶
施
設
取
得
賞
金

他

ω
一
つ
は
「
施
設
賞
金
」
と
い
い
い
ま
す
と
「
考
え
ろ
山
民
家
」
で
普
及
さ
れ
て
、
山
問
弁
が
発
臨
し
て

資
し
た
舟
額
的
八

劃

の

債

務

を

保

が

は

じ

ま

り
ま
す
。
最
高
が
十
年

〈
農
庵
加
て
施
設
取
得
資
金
A
た

い
、
出
採
が
出
来
wm
営
を
政
軒
ヲ
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
い
《
こ
と
を
考
慮
し
た
も
の
で
す
鉦
し
ま
す
。
し
た
か
つ
て
陳

準

事

で

、
七
年
、
五
年、

一ニ呼
と
な
っ
い
肥
舎
の
造
成
資
金
ハ
街
舎
の
造

る
た
め
に
国
申
県
か
、
と
く
に

必

う

。

以

上

の

よ

う

パ

民
葬
者
に
貸
付

業
世
の
六
割
四
分
そ
保
証
す
る
乙
農
協
に
提
出
さ
れ
た
前
記
轡
類

て

い
ま
す

0

・

成
資
金
仏
サ
イ
ロ
造
成
資
金
〈
稚

要
と
認
め
て
指
定
し
た
凶
定
胞
設

さ
て
計
両
的
に
肢
術
導
入
の
準
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、

ζ
れ
は
個
と
に
な
り
ま
す
。

が

農
業
改
良
普
及
所
お
よ
び
市
町

蛍
共
同
飼
育
附
設
造
成
託
金
ム
査

を、

詩
人
ず
る
の
に
、
そ
の
資
金

備

が
で
き
ま
す
と
、
い
よ
い
よ
突

入
だ
け
を
対
象
と
し
て
考
え
て
い

'

村

に

送

ら

れ

、

そ

れ

ぞ

れ

の

立

場

技
術

導
入
資

金

の
種
類

室
造
成
資
金
心
小
土
地
改
良
資
金

水
設
備

ω改
善
、
区
両
整
理
な
ど

で
あ
り

主

主

君

嵐山
聞
か
ら
容
易
に
仙
人
が
で
き
胞
に
入
る
わ
け
で
す
が
、

必
要
な
る
の
で
は
な
く
、

数

人

の

共

同

で

貸
付

の

方

法

は

と

か
ら
判
断
、
資
料
あ
る
い
は
意
見

ム

水
稲
早
期
栽
培
資
金
ハ一
園
芸
ピ

〈
草
地
造
成
改
良
資
金
A
か
ん
き

学
問
的
に
あ
る
い
は
実
際
に
股
庄

ζ
つ
い

っ
た
乙
と
か
ら
、
長
長

あ

よ
う
に
、
県
が
胆
協
に
対
し
て
資
材
や
施
設
的
調
達
に
は
ど
っ
し

も
よ
い
し
、
農
事
研
列
会
と
い
う

う
な
っ
て
い
る

か

曹
が
作
成
さ
れ
県
じ
提
出
さ
れ
ま

ニ
l
ル
栽
焔
資
金
¥
汗
仁
寺
穂
資

つ
く
ん
燕
用
ダ
ス
タ
ー
資
金
ハ
畜

室

、

科

学

ω農
は
新
聞
や
物
の
増
援
が
講
じ
ら
札
て
い
る

者

ωた
め
に、

つ
ぎ
の
よ
ろ

F
そ
の
債
務
を
保
証
レ
、
さ
ら
に
あ

て

も
う
ま
く
や
れ
な
い
と
い
う
人
も
の
で
も
よ
い
わ
け
で
す
。
と
の
制
度
は
県
が
県
規
則
に
よ
れ
咋
同
町
れ
れ
む
何
日
刊
金
ム
七
厨
改
良

2
U仁
列
ク
タ
舎
改
築
資
金
ム
改
同
豚
舎
造
成
資

雑
誌
で
知
Fh
さ
れ
て
い
る
よ
う

ι
と
は
い
え
仙
の
商
品
に
比
べ
て
出
業
改
良
資
金
山
貸
付
制
度
が
実
施
る
種
山
燥
機
只
等
に
は
利
子
を
補
た
ち
に
、
貸
付
ら
れ
あ
乙
と
に
な
ど
う
い
う
資
金
が
ど
の
っ
て
国
約
補
助
を
受
り
て
実
施
レ

o

臼

1
耕
起
資
金
ハ
桑
園
改
良
地
資
金
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
と
れ
は

人
工
衛
星
が
飛
は
さ
れ
た
り
、
間

業
技
術
は
気
案
件
な
ど
に
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

六
い
に
利

給
し
て、

家

の

利

は

担

率

っ

て

い

ま

す

。

で

す

か

長

刀

の

く

り

い

す

り

れ

る

か

亡

い
る
も

ωで

す

が

、

農

家

が

笑

い

て

審

議

決

定

し

ま

す

ム

芸

ビ

ニ
ー
ル
護
資
金
給
用
類
に
よ
っ
て
利
子
が
つ
き
、
利

極
探
険
伊
行
な
わ
れ
た
り
・
急
カ
な
う
間
知
性
が
あ
り
、
大
き
く
飛
用
し
て
い
た
だ
き
乍
曜
に
励
ん
で
減
し
よ
う
と
す
る
も
6
4
す
。
あ
る
人
や
、
と
の
制
肢
を
利
用
し

際
に
借
り
う
け
の
手
続
き
を
し

た

償

還

の

方

法

は

ど

鈴
諸
導
入
資
金
ふ
果
樹
優
良
部
市
平
も
こ
と
な
り
ま
す
。

-
ブ
で
ミ
サ
イ
ル
時
代
に
移
ろ
う
附
し
て
い
る
、
と
は
い
え
な
い
も
い
た
だ
き
た
い
、
ル
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
農
家
に

な
く
て
も
他
か
円
借
り
る
こ
と
の
技
術
場
人
資
金
で
は
陳
崩
事
業
り
、
資
金
巻
借
り
う
打
た
り
、
ま
う
な
っ
て
い
る
か
(
み
か
ん
)
導
入
資
金
な
ど

で

、

な

お
ζ
ぬ
制
度
に
と
も
な
う
借

と
し
て
い
る
ζ
と
が
手
に
と
る
よ
の
が
あ
め
よ

F

つ
で
す
O

(

脱

林

保

)

、

で
き

る

人

は

、

そ

ち

ら

の

万

か

ら

費

の

七

割

ま

で

を

貸

付

げ

自

己

資

た

償

還

す

る

の

は

、

す

べ

て

農

協

と

れ

ら

は

令

官

民

利

子

で

す

。

入
れ
の
条
件
そ
の
他
手
続
き
に
つ

館
内

umurF吋

臨

時

間

住

農

業

牧

良

資

金

制

度

と

は

リ

一

日

引

い

い

り

ま

た

日

五

六

日

許

諾

哨

で

す

む

よ

つ

に

な
っ
て

肝

れ

れ

が

は

げ

ま

れ

は

れ

昨

日

山

ト

河

川

比

一

訪

問

れ

紅

白

川

市

民

日

易
生
田
じ
切
替
え
ら
れ
て
い
る

の

う
な
画
一
的
な
技
術
で
牛
出
府
さ
れ
大
別
し
て
つ
に
ぺ
け
ら
れ
ま
す
計
耐
的
に
経
営
を
改
善
し
て
い
と
辺
方
針
に
あ
て
は
ま
る
人
た
ち
で
施
設
資
金
は
県
の
資
金
巻
貸
付
経
営
改
善
の
方
向
を
じ
ゅ
う
ぶ
川
な
り
ま
せ
ん
。
ぶ
し
取
得
資
金
ハ
病
者
自
防
除
動
普
及
所
、
市
良
川
品
川
で
あ
る
い
は

も
そ
の
一
部
と
い
え
ま
す
。

に
く
い
も
の
で
あ
る
と
と
は
い
う

ぞ
の
一
つ
は

一校
桁
辺
入
資
会
一
う
と
す
る
民
訴
ま
た
は
集
刊
で
な
あ
っ
て
、
そ
の
人
た
ち
が
相
倒
的
け
る
の
で
は
な
く
、
農
協
に
賞
金

検
討
し
営
農
計
画
ぞ
た
て
、
ど
の
技
術
導
入
資
金
に
つ
い
て
は
最

力
関
具
取
得
資
金
八
畜
力
用
問
問
機
直
掩
県
の
改
段
深
じ
い
っ
て
く
わ

と
う
い

っ
た
面
に
此
べ
て
、
山
阻
ま
で
も
め
り
ま
せ
ん
。
結
論
と
し
で
、
県
川
則
問
問
闘
を
し
て
国
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
に
営
肢
を
改
善
し
て
ゆ
こ
う
と
し
が
貸
付
け
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
資
金
を
借
り
る
か
を
決
め
て
か
ら
高
が
三
年
で
各
事
業
の
種
類
ご
と
具
取
得
資
金
ハ
弘
樹
、
野
菜
の
給
し
く
拘
聞
き
く
た
え
い
、
そ
し
て

業
は
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
な
格
好
と
て
、
新
し
い
技
術
を
と
り
入
れ
、
や
県
が
指
定
し
た
技
術
砕
農
家
が
第
二
に
は
、
そ
の
よ
う
な
自
主
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
能
刀
が
じ
そ
の
場
合
や
は
り
県
が
定
め
た
出
県
で
定
め
た
申
請
時
期
に
申
請
書
に
定
め
ら
れ
、
一
時
年
均
等
に
分
割
水
施
設
造
成
資
金
〈
飼
料
用
動
力
皆
さ
ん
が
集
っ
ア
研
究
レ
、
趣
旨

な
っ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
経
営
を
改
善
し
て
い
く
と
と
で
あ

導
入
す
る
場
合
に、

そ
れ
に
必
説
的
出
認
の
技
術
的
、
純
営
的
条
件
ゅ
う
ぶ
ん
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
一ず
単
事
業
費
を
基
準
に
し
て
、

大
体
と
事
業
計
両
帯
そ
も
よ
り
の
農
協
し
て
償
還
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
カ
ッ
タ
ー
取
得
託
金
f
簡
易
肥
料
を
生
か
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
る

す
。
明
治
、

j 

角ヰ
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私
室
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喜
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よ
い
子
た
ち

(毎月1日， 10日，20日発行〉
昭和 35年 4月初日
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い学新
子校築
:/~ご とさ
も学れ
白た
す 4
るJ央jたそ
よノ小jト、

市

で
、
は
じ

め
て

の
三

階
建
校
舎
H
大
村
中
学
校

農

事

ム
水
稲
苗
代
準
備
り
苗
代
予

定
地
は
草
そ
取
っ
て
、
と
れ
を

打
ち
起
乙
し
、
土
を
細
く
件
い

て
お
き
ま
す
。

ム
い
も
類
そ
さ
い

甘
藷
H
ビ
ニ
ー
ル
育
百
の
も
の

は
す
で
に
発
芽
し
て
い
ま
す
の

で
、
晴
天
の
日
中
は
ビ
ニ
ー
ル

メ

モ

を
開
放
し
、
円
焼
け
を
起
と
さ

一

な
い
よ
う
注
意
す
る
と
と
も
に
一

湘
水
者
消
刊
に
行
な
い
、
仙
沼
一

の
育
成
に
努
め
ま
す
。
夜
間
は
一

ま
だ
淵
肢
が
低
い
の
で
保
出
に

一

注
意
し
ま
す
。

一

馬
鮪
判

H
発
作
庁
そ
ろ
い
で
あ
れ
一

ば
、
れ
く
申
耕
除
草
し
て
、
元

一

肥
に
不
足
し
た
肥
料
は
早
く
胞

一

し
、
初
期
の
生
育
促
進
に
努
め
一

ま
す
。
土
寄
せ
は
牛
一
行
に
従
っ
一

て
椛
く
行
な
い
ま
す
。

一

ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
日
ト
ン
一

ネ
ル
栽
培
の
ト
マ
ト
や
き
ゅ
う

一

り
は
ト
ン
ネ
ル
内
の
涌
風
が
忠

一

く

mυ
過
ぎ
に
な
り
や
す
く
、
一

い
ろ
い
ろ
の
病
気
が
発
生
し
易
一凶
民
健
康
保
険
事
業
い
運
営
は
、
一
た
が
っ
て
、
も
し
、

な
に
か
の
部

い
の
で
、
換
気
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
一
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん
が
負
担
す
一
合
に
よ
り
保
険
税
存
滞
納
し
て
い

注
意
す
る
と
と
も
に
、
早
期
に

一る
保
険
税
と
国
か
ら
の
補
助
金
で
一
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
五
月
末
ま
で
に

諜
剤
を
散
布
し
て
、
発
病
を
未

一ま
か
な
い
、
支
出
の
大
部
分
が
皆

一は
完
納
し
て
い
た
だ
き
一

O
O
%

然
に
防
ぐ
と
と
が
大
切
で
す
。

F

慌
の
医
療
伐
と
な
っ
て
お
リ
ま
す
一
の
収
納
平
に
な
る
よ
う
に
ど
協
力

A
柑
捕
の
病
虫
害
防
除
日
ア

一国
の
補
助
金
は
一
定
の
率
で
交
付
一

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ゲ
ハ
仰
の
発
生
の
時
期
で
あ
る

一さ
れ
ま
す
が
、
保
険
税
の
収
納
が一

な
お
昭
和
三
十
四
年
四
月
以
降
の

の
で
発
宜
に
注
意
し
、
発
生
の
一所
期
の
田
原
に
達
し
ま
せ
ん
と
医
一
医
療
費
支
払
い
状
況
穴
収
納
状
況

多
い
園
で
は
枇
椴
鉛
一
ニ
O
O倍
一波
山
お
支
払
い
に
悶
り
、
運
営
が
一
は
つ
ぎ
の
ど
お
り
で
す
。

液
ま
た
は
硫
酸
ニ
コ
チ
ン
ヘ

O
一う
ま
く
い
か
な
く
な
り
ま
す
。

し一

(保
険
衛
生
課
)

フホ O
エダ fff
ンニ許支
カ内帯
ブ 亨s!'l'i.z 
ト:':1:イji
ンのし
一多ま
五いす
O と。
O き
倍は

ー
一一一
0
0
0倍
液
辛
口散
布
し
ま

す
。
(
県
民
業
岐
良
将
及
所
)

…

国

保
税
は
期
日
ま
て

…

…

に

納
め
て
く
、
に
さ
い

…

貸

付

決

定

の

審

査

は

ど
う
行
な
わ
れ
る
か
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